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発
酵
の
チ
カ
ラ
で
町
を
盛
り
上
げ
る

　
昨
年
度
、瀬
戸
屋
敷
を
会
場
と
し

て
、「
発
酵
」を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
は
っ
こ
う
大
作
戦
」が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、住
民
の
心
身
両
面
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
地
元
農
産
物
の
魅
力

向
上
を
目
的
に
、地
域
・
行
政
・
学

生
・
専
門
家
の
協
働
の
も
と
、新
た

な
発
酵
食
品
づ
く
り
を
進
め
ま
し

た
。神
奈
川
県
の「
県
西
地
域
大
学

連
携
事
業
」と
し
て
、東
京
農
業
大

学
に
よ
り
企
画・実
施
さ
れ
、「
は
っ

こ
う
大
作
戦
」は
、全
５
回
に
わ
た

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、町
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
57
名
の
参
加
者

が
、発
酵
の
知
識
を
学
び
な
が
ら
新

し
い
発
酵
食
品
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。試
作
し
た
食
品
は
３
月
、

「
瀬
戸
屋
敷
ひ
な
ま
つ
り
」来
場
者

に
振
る
舞
わ
れ
、今
後
、商
品
化
を

目
指
し
、瀬
戸
屋
敷
等
で
の
メ
ニュ
ー

化
が
始
ま
り
ま
す
。

3班のみなさん

神奈川県立吉田島高校２年
井上 栞吾さん（湯河原町）

学んだことを
発表する経験に

神奈川県立吉田島高校２年
竹迫 悠恭さん（秦野市）

知らないことを
知る楽しさ

　知らないことを学ぶことは、大変でもありましたが、
とても楽しかったです。
　私の将来の夢は、和菓子職人で、京都旅行に行った時
に和菓子づくり体験をしたことで興味を持ちました。自
分で何かを作る職業に就きたいと思っています。
　はっこう大作戦は、自分で考え、何かを作る良い機会
になりました。

　発酵は、２年次以降に学習する内容なので、学校の勉強
の先取りになりました。自分たちで研究した内容をまとめ、
発表する良い機会になりました。地域の皆さんと協力して
様々な発酵メニューを考えることが出来ました。
　私の地元では、最近お菓子の工場ができ、そこでお菓子
の商品開発に携わることが夢です。

か ん  ご

た け ざ こ ゆ う  や

はっこう大作戦!
　
「
は
っ
こ
う
大
作
戦
」
は
、
瀬

戸
屋
敷
の
活
用
と
瀬
戸
酒
造
の
再

生
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
に
開
成

町
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
を

「
発
酵
」
を
通
じ
て
で
き
た
ら
と

い
う
思
い
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
近
年
「
発
酵
」
に
関
心
が
集
ま

る
中
、
我
々
日
本
人
に
な
じ
み
の

深
い
「
こ
う
じ
」
と
「
甘
酒
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
発
酵
食
品
の
持

つ
健
康
効
果
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

活
動
に
よ
っ
て
や
り
が
い
を
醸
成

し
、
心
身
両
面
か
ら
の
「
未
病
」

改
善
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年

９
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
の

約
半
年
間
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
多
く
の
方
々
に
受
講
し

て
頂
き
、
「
発
酵
」
、
「
こ
う

じ
」
、
「
甘
酒
」
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
発
酵
食
品
に
興
味
を
持
っ

て
頂
い
た
と
と
も
に
、
地
域
の
資

源
の
活
用
や
人
々
の
繋
が
り
ま
で

醸
成
で
き
た
こ
と
は
、
短
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
意
義
あ
る
事

業
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
初
回
の
座
学
で
は
、
受
講
さ
れ

た
方
々
の
「
発
酵
」
に
対
す
る
理

解
が
ど
の
程
度
深
ま
る
か
未
知
数

で
し
た
が
、
２
回
、
３
回
と
進
む

に
つ
れ
、
ま
た
地
域
農
産
物
・
発

酵
食
品
を
活
か
す
も
の
つ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
「
瀬
戸
屋

敷
の
ひ
な
ま
つ
り
」
で
の
試
作
品

づ
く
り
が
進
む
に
つ
れ
、
当
初
の

目
的
以
上
の
も
の
が
醸
成
さ
れ
た

と
感
じ
、
事
業
を
行
っ
て
良
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、
私
ど

も
東
京
農
業
大
学
だ
け
で
出
来
得

た
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
出
来
得

た
事
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
様
々
な
人
々
、
団
体
、
施
設

を
有
効
に
活
用
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
発
展
が
楽

し
み
で
す
。

参加者の声

色んな世代の人が集まり、一つの目標に向い、

何かが生まれる楽しさを実感しました！

メンバーに恵まれ、

楽しい半年間でした！

試食会の日は朝から不安

とワクワクで胸がいっぱい

でしたが、お客さんの「美

味しい！」の声にうれしく

なりました。

穂坂教授の

お話がとても楽しく、

学ぶ意欲がわきました！

◀あじしおちゃん（３班）　

◀せとみっちゃん（２班）
　café haccoで今夏販売予定の
　スイーツで使用予定！！

◀８５（ハチゴー）カレー（６班）　

甘酒ドレッシング（４班）▶

／延長戦決定！／
瀬 戸酒 造の 酒 粕
を使って、メニュー
を考える「はっこう
大作戦」の延長戦
が決定！
詳しくは、おしらせ
版5/15号で！

▲甘っこうじマフィン（５班）

東京農業大学
教授　穂坂 賢さん

はっこう大作戦を終えて

東京農業大学応用生物科
学部醸造科学科教授。研
究テーマは自然界からの
有用酵母の分離と分離酵
母による酒類醸造。

▼開成里のいももち（１班）　


